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事業者名 社会医療法人愛育会　福田病院

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

安心・安全な医療を提供し、患者様への満足度や医療的利益が最大化されるように事業を推進するとともに、社
会医療法人として客観性と透明性の高い運営を実現することで、恒常的な熊本県地域周産期母子医療センターと
しての役割を果たす。又、少子化問題や恵まれない妊娠などの社会問題を医療の立場から全力でサポートする。
併せて、地域社会への貢献として地域文化の交流等を促進する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3
年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

母子サポート活動および性教育活動の推進に取組みます

妊娠・出産・子育てに係る相談・支援対応体制
を維持します。性教育講演についても、関係
機関との連携により年間30件を維持しま
す。 妊娠・出産・子育てに係る相談件数
　2023年 6595件 → 2026年 6500件
以上
母子サポートルーム相談件数
　2023年 3250件 → 2026年 3000件
以上
不妊治療初診対応件数
　2023年 639件 → 2026年 600件以
上
性教育講演件数
　2023年 30件 → 2026年 30件以上

社会

経済

環境

調理工程で発生する野菜くずの堆肥化に取り組みます
野菜くず堆肥化
  2026年 150%（2023年比）

社会

経済

環境
職員の活躍したいを支えワークライフバランスの推進に取
り組みます

残業時間
  2026年 ▲5%（2023年比）

社会

経済

産婦人科医療機関として、次世代育成のための教育・保健・福祉・医療の各機関との連携を、
健康を支える食育の一環として生産者との連携を更に推進します。産業医や社会保険労務士
等との連携により安全衛生および働きやすい職場環境の整備を推進し、職員の活躍を支えます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

妊娠・出産・子育てに係る相談　6595
件、
母子サポートルーム相談　3250件、
不妊治療初診対応　639件
性教育講演 年間３０件以上

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

母子サポート活動および性教育活動の推進に取組みます

従来の妊娠・出産・子育てに係
る相談支援に加え、新たに不妊
治療に取り組み、年間1,500
家族のサポートに取組みます。
性教育講演について、関係機関
との連携により年間30件を維
持します。

各種相談・支援への対応を積極的に実施。
様々な問題に対し、職員が丁寧に対処できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

熊本県エコフィードマッチングス
テーションに取組み、2023年
度に2020年度比食料廃棄
5％削減を目指します。

前期の指標に対する実績

食料廃棄削減のための熊本県エコフィードマッチングス
テーションの取組みに参加します

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

熊本県エコフィードマッチングステーションへの取り組み
は行わず中止へ。調理時に出る野菜くず堆肥化の取り組
みへ変更をおこなった。

三側面
（分野に☑）

規程整備を実施、残業時間を毎月確認し、産業医および産
業保健師とともに長時間労働の予防を実施している。周
産期医療集約化に伴う業務増加により残業時間削減は未
達。引き続き削減の取組みを実施します。

残業時間2020年度比3％増加

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2020年度比　3％減少

均等・均衡待遇および福利厚生について判りやすく説明
し、職員の活躍したいを支えワークライフバランスの推進
に取り組みます

院内規程、均等・均衡待遇の明
文化、業務の効率化により、20
 23年度に2020年度比残業
時間5％削減を目指します。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


